
 

 

質疑応答 

 

Q: 中東リスクに関して、下期のコスト決定時期や第 2 四半期からの価値転嫁によるコスト吸収の

方針、および特定の物資の調達リスクや見通しについて教えてください。 

A: 資材調達に問題はなく安定供給を最優先としつつ、サプライヤーとの価格交渉を継続し、第 2四

半期の新商品での価値転嫁や継続的なコスト削減を通じて現状をチャンスと捉え対応していきます。 

Q: 3月以降の中東情勢による売上への影響や、通期で 1%から 3%の増収を見込む現地事業の計画に

ブレがないか見方をお願いします。 

A: 日常的に高めの在庫水準を維持し陸続きのサプライチェーンも活用できるため大きなマイナス

要因にはなっておらず、過去最高のシェアを獲得していることから通期計画から大きくぶれること

はないと考えています。   

Q: 仮に下期に原油高となった場合のコストへの影響額の想定と、期初計画以上に原材料価格が上

がった際に追加的な価値転嫁が可能か教えてください。 

A: 資材価格は原油価格に直接連動するわけではないため単純計算は難しく、追加の対応について

も単純な価格改定だけでなく販促費の調整等を含めて各国で柔軟に判断していく必要があります。   
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Q: 今期における中東情勢によるグローバルな調達リスクはほぼないと捉えてよいか、また前期に

アジア等の消費者心理へ何か影響があったか教えてください。 

A: 拠点間での資材融通や代替資材の活用など臨機応変に対応できるため調達リスクはほぼないと

考えており、前期の消費者心理への影響も一部での在庫確保が見られた程度です。   

Q: 第 2 四半期は想定通りのコストダウンが見込めるものの下期はコストアップ圧力が強いとのこ

とですが、過去の市況上昇時のような大幅なコスト増になるリスクをどうお考えでしょうか。 

A: そのようなリスクはゼロではありませんが、当時と比べて日本市場を含め価格改定がしやすい

環境に変化しており、需給関係も異なるためインパクトの大きさは測りにくいと考えています。   

Q: 中国事業の売上が現地通貨ベースでマイナス 2%となっている背景と、フェミニンケアなどの状

況について教えてください。 

A: 昨秋の風評被害の影響が若干残ったもののセルアウトは風評被害前の水準まで回復しており、e

コマース等への投資知見がたまったことで収益的にも第 1 四半期から戻っています。  

Q: インドネシア事業の売上がマイナス 9%となっている要因と、第 2 四半期以降の回復見通しにつ

いて教えてください。 

A: ラマダン時の例年以上の物流停滞による納品遅れが主な要因ですが、第 2四半期からは、各エリ

アでの倉庫確保などの対策を講じており、通常の納品ペースに回復する見込みです。   

Q: 第 1 四半期のアジア増益に中国とインドネシアは含まれているか、また第 2 四半期以降もアジ

ア地域における増益の持続性は期待できるか確認させてください。 

A: アジアの増益には黒字転換した中国や好調なインドネシアも含まれており、第 2四半期もインド

ネシアやタイなどで期待できる新商品の上市が予定されているため、引き続き高い収益性が継続す

ると考えています。 

Q: 東南アジア全体において、中東情勢の影響による物流面での遅延や問題といったリスクは考え

ておくべきか教えてください。 

A: 中東方面の船やコンテナの偏りという話は聞くものの現時点で当社への大きな影響はなく、イ

ンドネシアの遅延も国内向け船舶の港湾での処理の遅れという局地的な要因によるものです。 

Q: 日本事業における第 1 四半期の減収減益は想定内で、春の新商品納品タイミングの調整などが

要因であり、4 月・5 月は調子が上向いているという理解でよいか教えてください 。 



A: 日本全体の生活防衛意識や流通在庫の調整、物流費や広告費の増加による想定内の結果であり、

足元の 4 月・5 月の受注・納品状況は非常に好調に推移しています。  

Q: 中東情勢による想定以上のコストアップに対して、日本国内では単なる値上げではなく、どの

ように価格へ反映させていく方針なのか教えてください。 

A: 従来通り（付加価値を付けた）新商品の発売に合わせて適正な価格に見直す「価値転嫁」を行

い、消費者の受容性を確認しながら自然な流れの中で対応していく方針です。   

Q: 日本事業で原燃料安のメリットがあったにもかかわらず減益となった要因である、物流費等の

具体的なコスト増の内訳と、第 2 四半期以降の増益見通しについて教えてください。 

A: 物流費やアプリ関連の広告宣伝費、DX 投資の増加に加えてマスクの売上減がマイナスに影響し

ましたが、足元は（マスク需要）回復しており第 2 四半期以降は価値転嫁などで増益を見込んでい

ます。   
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